










まとめ 

今回この研究班において新生児外科のなかで現在問題視され,未解決の分野である極小未

熟児の外科について現況を調査するとともに,手術生存例についての予後調査を行なった。 

極小未熟児における手術成績は,一般極小未熟児の生存率に比しはるかに悪い。とくに,一

般外科領域においての手術成績は極めて悪い。一方において,生存例における予後調査につ

いても,精神発達遅延とともに,多くの問題が存在することが明らかにされた。 

これらの多くの問題を解決するためには,手術法としては成熟新生児,1,500g 以上の通常

の未熟児に比し,最低の侵襲で最大の効果をあげる術式の選択が必要で,長時間の手術はさ

けるべきであり,麻酔法,術中輸液,術前後の管理面で患児の病態把握とともに多くの改善

点があり,呼吸管理法,長期栄養管理面においても極小未熟児の特殊な病体生理にあった管

理法を確立することが急務である。 


